
                                       
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 

 
                          

会場 かながわ県民サポートセンター403 号 

                         （横浜駅西口 5分 045-312-1121） 

                         

基地･軍隊を許さない行動する

女たちの会、アメリカへ米軍基

地に苦しむ沖縄の声を届ける会

共同代表。元那覇市議。沖縄か

ら基地と安保と人権を問い続け

る。1 月に沖縄訪米団の一員と

して渡米し普天間問題の解決を

米国内で直接訴えた。横浜集会

では、訪米報告を中心に沖縄の

現状を提起していただく。 

主催：沖縄の自立解放闘争に連帯し、反安保を闘う連続講座（沖縄講座＠横浜） 

後援：基地撤去をめざす県央共闘会議/自治労横浜市従業員労働組合 

連絡：Tel&Fax ０４５－４３４－３８９６深沢 

＊ 集会への賛同･協力をお願いします。団体 3000 円/口個人 1000 円/口 

＊ 郵便振替 ００２１０－０－２０２１沖縄連続講座 

昨
年
一
一
月
の
記
者
懇
談
会
で
辺
野
古
ア

セ
ス
評
価
書
の
提
出
時
期
を
問
わ
れ
て
飛
び

出
し
た
田
中
沖
縄
防
衛
局
長(

当
時)

の
差
別

暴
言
に
沖
縄
の
怒
り
は
沸
騰
し
た
。
野
田
内

閣
は
局
長
を
更
迭
し
て
陳
謝
し
た
が
、
そ
の

一
か
月
後
、
県
議
会
決
議
な
ど
広
範
な
反
対

の
声
を
無
視
し
て
評
価
書
提
出
を
強
行
。
あ

の
陳
謝
は
何
だ
っ
た
の
か
。 

評
価
書
に
対
す
る
二
月
二
〇
日
の
知
事
意

見
は
、
辺
野
古
移
設
案
の
実
現
は｢

事
実
上
不

可
能｣

と
断
じ
た
。
振
興
予
算
の
ば
ら
ま
き
、

小
手
先
ば
か
り
の
地
位
協
定
の｢

運
用
改
善｣

と
引
き
換
え
に
、「
日
米
合
意
」
を
押
し
付
け

る
。
野
田
政
権
の
沖
縄
政
策
は
、
再
稼
働
へ

と
突
き
進
む
原
発
政
策
同
様
、
自
公
政
権
と

何
ら
変
わ
ら
な
い
。
最
新
鋭
ヘ
リ
・
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
に
向
け
て
、
東
村
・
高
江
の
米
軍

ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
工
事
も
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
る
。 
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二
〇
一
二
年
、
沖
縄
は
「
復
帰
」
＝
再
併

合
か
ら
四
〇
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
た
。
日

米
に
よ
る
軍
事
植
民
地
状
況
か
ら
の
脱
却
―

自
立
解
放
を
求
め
る
沖
縄
の
人
び
と
の
闘
い

を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
米
国

内
か
ら
も
普
天
間
移
設
計
画
の
見
直
し
の
声

は
強
ま
っ
て
い
る
。
本
年
一
月
下
旬
、
沖
縄

は
24
人
の
訪
米
団
を
組
織
し
、
直
接
米
国
に

乗
り
込
ん
だ
。
今
こ
そ
沖
縄
の
闘
い
に
応
え

よ
う
！
横
浜
集
会
へ
多
く
の
参
加
を
！ 

（
二
〇
一
二
年
三
月 

作
成
） 

静かな森に囲まれた東村高江

の集落に突然浮上した米軍ヘ

リパッド建設計画。住民は家族

ぐるみで反対運動に立ち上が

った。欠陥だらけの巨大ヘリ・

オスプレイの強行配備を控え、

沖縄防衛局はゲート前に座込

む住民に襲いかかる。高江住民

の思いと暮らしを描く。藤本幸

久監督 2012 年作品。60 分。 


